
1 

 

事件番号 平成２８年（行ウ）第４９号，同第１３４号，同第１５７号 

高浜原子力発電所１号機及び２号機運転期間延長認可処分等取消請求事件 

原  告  河 田 昌 東 外１１０名 

被  告  国 

 

準 備 書 面（４２） 

（甲Ｅ５５号証（書籍「原発はどのように壊れるか」）提出に伴う主張の補充） 

 

２０１９（令和元）年７月４日 

 

名古屋地方裁判所 民事９部Ａ２係  御中 

 

原告ら訴訟代理人弁護士  北 村   栄 ほか 

 

 本書面は，甲Ｅ５５号証（書籍「原発はどのように壊れるか」）提出に伴って，

これまで運転期間延長認可処分の違法性に関して主張した中性子照射脆化に関す

る争点について，これまでの主張を補充し，主張書面における証拠の引用を一部

追加するものである。 

 

第１ 甲Ｅ５５号証（書籍「原発はどのように壊れるか」）について 

   甲Ｅ５５号証は，小岩昌弘京都大学名誉教授及び井野博満東京大学名誉教

授の著書によるものであり，これまでの原告による中性子照射脆化に関する

主張（準備書面（１９）及び準備書面（４０）等）においても引用した両名

の論文等を多数引用して書籍化されたものである。 

   同号証は，金属の基本，金属の特性，原子炉の仕組み，原子炉材料とその

経年劣化等の一般論についても比較的平易に記述されており（１章～１１

章），本訴訟における争点の前提知識を得るものとしても有用であるが，特
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に「１２章 原子炉圧力容器の照射脆化」（１２０頁）以下については，中

性子照射脆化の争点に関する原告の主張を理解するにあたって極めて有用で

あり，かつ重要な証拠としての意味を持つものである。 

   以上から，後述の通り原告はこれまでの主張における証拠の引用を一部追

加するが，裁判所におかれては，同号証「１２章 原子炉圧力容器の照射脆

化」（１２０頁）以下はぜひとも通読されたい。 

 

第２ これまでの書面に関する証拠の引用の一部追加 

 １ 準備書面（１９）について  

（１）同書面１６頁 

 「ここで（１）式をよく見ると，第１項（ａＣＣｕ・Ｄ・ＣＭＤ）には，拡

散係数Ｄが１乗で入っているのに対し，第２項（ｂ（ＣＣｕ・Ｄ）２）に

は拡散係数が２乗で入っている。この式は「物理現象を支配する方程式の

各項の次元は同じでなければならない」という次元一致の原理に反する。

２つの量を加えるとき，その次元は同じでなければならない。簡単に言え

ば，長さと面積を足してはいけない，ということである（甲Ｅ４１）。」 

   とあるのを， 

 「ここで（１）式をよく見ると，第１項（ａＣＣｕ・Ｄ・ＣＭＤ）には，拡散係

数Ｄが１乗で入っているのに対し，第２項（ｂ（ＣＣｕ・Ｄ）２）には拡散

係数が２乗で入っている。この式は「物理現象を支配する方程式の各項の

次元は同じでなければならない」という次元一致の原理に反する。２つの

量を加えるとき，その次元は同じでなければならない。簡単に言えば，長

さと面積を足してはいけない，ということである（甲Ｅ４１，甲Ｅ５５・

１３３～１３７頁）」 

   と訂正する（下線部を追加ないし修正。以下同じ。）。 

（２）同書面１７頁 

 「ランダム・ウォークする２つの粒子が出会う頻度はジャンプ頻度をｖとす
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ると，（ｖＣ）２ではなく，ｖＣ２に比例する。拡散係数は原子のジャン

プ頻度に比例するので，上記電中研の原論文の下線を引いた部分は誤りで

ある。「固溶限を超えるＣｕの量の二乗と拡散係数の積として記述される」

とすべきで，第２項は，ｂ・Ｄ・ＣＣｕ２の形になるべきである（甲Ｅ４

０）」 

   とあるのを， 

 「ランダム・ウォークする２つの粒子が出会う頻度はジャンプ頻度をｖとす

ると，（ｖＣ）２ではなく，ｖＣ２に比例する。拡散係数は原子のジャンプ

頻度に比例するので，上記電中研の原論文の下線を引いた部分は誤りであ

る。「固溶限を超えるＣｕの量の二乗と拡散係数の積として記述される」と

すべきで，第２項は，ｂ・Ｄ・ＣＣｕ
２の形になるべきである（甲Ｅ４０，

甲Ｅ５５・１３５頁）」 

   と訂正する。 

（３）同書面１７頁 

 「（ア）小岩昌宏氏による指摘（甲Ｅ４０）」 

   とあるのを， 

 「（ア）小岩昌宏氏による指摘（甲Ｅ４０，甲Ｅ５５・１３３～１４４頁）」 

   と訂正する。 

（４）同書面１８頁 

 「（イ）主宰者コメント（甲Ｅ４０）」 

   とあるのを， 

 「（イ）主宰者コメント（甲Ｅ４０，甲Ｅ５５・１３７頁）」 

   と訂正する。 

（５）同書面１９頁 

 「⑵ 経験式であることを前提にした場合の問題点（甲Ｅ４１）」 

   とあるのを， 

 「⑵ 経験式であることを前提にした場合の問題点（甲Ｅ４１，甲Ｅ５５・
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１３７～１４４頁）」 

   と訂正する。 

（６）同書面２０頁 

 「ア 現行予測法の手順（甲Ｅ４１）」 

   とあるのを， 

 「ア 現行予測法の手順（甲Ｅ４１，甲Ｅ５５・１３７～１４４頁）」 

   と訂正する。 

（７）同書面２０頁 

 「イ 原子力規制委員会への意見書（甲Ｅ４１）」 

   とあるのを， 

 「イ 原子力規制委員会への意見書（甲Ｅ４１，甲Ｅ５５・１３９～１４４

頁）」 

   と訂正する。 

（８）同書面２４頁 

 「ウ 原子力規制委員会における技術評価書の審議（甲Ｅ４１）」 

   とあるのを， 

 「ウ 原子力規制委員会における技術評価書の審議（甲Ｅ４１，甲Ｅ５５・

１４１～１４４頁）」 

   と訂正する。 

（９）同書面２７頁 

 「（ア）⊿ＴＫ１Ｃ＝⊿ＲＴＮＤＴが誤っていること 

図５は，九州電力が高経年化意見聴取会に提出した玄海原子力発電所１

号炉に関する破壊靱性遷移曲線とその基礎となるデータ点を示したもので

ある。（甲Ｅ４４）」 

   とあるのを， 

 「（ア）⊿ＴＫ１Ｃ＝⊿ＲＴＮＤＴが誤っていること 

図５は，九州電力が高経年化意見聴取会に提出した玄海原子力発電所１
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号炉に関する破壊靱性遷移曲線とその基礎となるデータ点を示したもので

ある。（甲Ｅ４４，甲Ｅ５５・１４９頁も参照）」 

   と訂正する。 

（１０）同書面２９頁 

 「図６は，多くの原発における破壊靱性値のシフトと脆性遷移温度シフトと

の関係を示したＮＲＣのデータベースである（甲Ｅ４８）」 

   とあるのを， 

 「図６は，多くの原発における破壊靱性値のシフトと脆性遷移温度シフトと

の関係を示したＮＲＣのデータベースである（甲Ｅ４８，甲Ｅ５５・１４

７～１５０頁）」 

   と訂正する。 

（１１）同書面３０頁 

 「（イ）破壊靱性値のばらつきについて（甲Ｅ４４）」 

   とあるのを， 

 「（イ）破壊靱性値のばらつきについて（甲Ｅ４４，甲Ｅ５５・１５０～１

５１頁）」 

   と訂正する。 

（１２）同書面３０頁 

 「⑵ ＰＴＳ状態遷移曲線（ＫⅠ曲線）の不確かさ（甲Ｅ４５）」 

   とあるのを， 

 「⑵ ＰＴＳ状態遷移曲線（ＫⅠ曲線）の不確かさ（甲Ｅ４５，甲Ｅ５５・

１５１～１５３頁）」 

   と訂正する。 

（１３）同書面３３頁 

 「⑴ 脆性遷移温度の上昇予測に関する問題点の顕出（甲Ｅ４６）」 

   とあるのを， 

 「⑴ 脆性遷移温度の上昇予測に関する問題点の顕出（甲Ｅ４６），甲Ｅ５
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５・１２９～１３１頁，１５３～１５６頁）」 

   と訂正する。 

（１４）同書面３４頁 

 「⑵ 破壊靱性評価に関する問題点の顕出（甲Ｅ４６）」 

   とあるのを， 

 「⑵ 破壊靱性評価に関する問題点の顕出（甲Ｅ４６，甲Ｅ５５・１５３～

１５６頁）」 

   と訂正する。 

 

 ２ 準備書面（４０）について 

（１）同書面８頁 

 「理解をしやすくするため，以下に甲 E４６・１３頁より玄海原発第一号炉

監視試験におけるシャルピー試験結果と脆性遷移温度に関する図を示す。」 

   とあるのを， 

 「理解をしやすくするため，以下に甲 E４６・１３頁より玄海原発第一号炉

監視試験におけるシャルピー試験結果と脆性遷移温度に関する図を示す

（甲Ｅ５５・１２９頁も参照）。」 

   と訂正する。 

（２）同書面９～１０頁 

 「なお，シャルピー試験片は，各試験回次に使われるカプセル毎に４４体あ

るとされている（丙 C１６・１９頁・５７頁，甲 E４６・１２頁）」 

   とあるのを， 

 「なお，シャルピー試験片は，各試験回次に使われるカプセル毎に４４体あ

るとされている（丙 C１６・１９頁・５７頁，甲 E４６・１２頁，甲Ｅ５

５・１２４頁）。」 

   と訂正する。 

（３）同書面１０頁 
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 「当該予測式によって導き出される曲線（⊿ＲＴＮＤＴ計算値）は，中性子

照射量を横軸，脆性遷移温度上昇量を縦軸として，右肩上がりの曲線とし

て表現される。以下に高浜１号機の予測式による曲線を示す。」 

   とあるのを， 

 「当該予測式によって導き出される曲線（⊿ＲＴＮＤＴ計算値）は，中性子

照射量を横軸，脆性遷移温度上昇量を縦軸として，右肩上がりの曲線とし

て表現される。以下に高浜１号機の予測式による曲線を示す（甲Ｅ５５・

１３０頁，１３９頁も参照）。」 

   と訂正する。 

（４）同書面１４頁 

 「【甲 E４１・（３）】」 

   とあるのを， 

 「【甲 E４１・（３）】（甲Ｅ５５・１３９頁も参照）」 

   と訂正する。 

（５）同書面１４頁 

 「ここでの監視試験片としては，ＣＴ試験片（破壊靱性試験片。以下「ＣＴ

試験片」という。各試験回次に使われるカプセル毎に４個の試験片が入っ

ている。丙 C１６・１９頁・５７頁，甲 E４６・１２頁）が使われ，破壊

靱性値が実測される。」 

   とあるのを， 

 「ここでの監視試験片としては，ＣＴ試験片（破壊靱性試験片。以下「ＣＴ

試験片」という。各試験回次に使われるカプセル毎に４個の試験片が入っ

ている。丙 C１６・１９頁・５７頁，甲 E４６・１２頁，甲Ｅ５５・１２

４頁））が使われ，破壊靱性値が実測される。」 

   と訂正する。 

（６）同書面２２～２３頁 

 「しかし，シャルピー試験片による試験結果は玄海原発一号炉の結果（甲 E
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４６・１３頁）を見れば明らかな通り，一定のばらつきが必然的に生じる

ものである。」 

   とあるのを， 

 「しかし，シャルピー試験片による試験結果は玄海原発一号炉の結果（甲 E

４６・１３頁，甲Ｅ５５・１２９頁）を見れば明らかな通り，一定のばら

つきが必然的に生じるものである。」 

   と訂正する。 

以上 

 


